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 2月に執筆者の地元、新潟県のローカルニュースで「新潟大学医学部の研究チームが糖尿病の初期診断で

インスリン注射が必要かどうか、専門医レベルの判断が可能なAIシステムの開発に成功した。」と報道された。

生活習慣病領域では、予防や早期治療による健康寿命の延伸、合併症の発症抑制などの因子解析から適切

で効率的な治療、保険指導、医療費の削減まで、AI が様々な形で活用されている。薬の適正使用だけでなく

個別化治療もニーズが高まっており、薬剤師も薬に関する様々な研究、療養指導の報告、情報交換が必要で

ある。大規模医療データ（ビッグデータ）を活用した研究論文や取り組みが増えている。研究のヒントになるよう、

糖尿病治療に関する 5つの取り組みを紹介する。 

AI とは Artificial Intelligence の略で、学習・推論・判断といった人間の知能を持つ機能を備えたコンピュータ

ーシステムと定義され「人工知能」と表される。機械学習とは大量のデータを学習し、分類や予測などのタスク

を遂行するアルゴリズムを自動的に構築する技術であり、現在のAIの中核技術である。 

 

 

 

初期治療時インスリンが必要かどうかの判断能力の比較調査 

 

まずは冒頭で紹介した新潟大学が NTTコムウエアと連携して行った研究を紹介する。4,860人の 2型糖尿

病患者(インスリン治療群293人とインスリン未治療群4,567人)の診療記録について、患者の年齢、性別、罹

患期間、ＢＭＩ、血圧、ＨｂＡ１ｃ、ｅＧＦＲ

を、教師データとしてＡＩに学習させ、専門

医がインスリン治療が必要と判断する症

例を、AIと非専門医にそれぞれ判断させ

たところ、専門医同様にインスリン療法の

選択に関する正解率が AI 86%、非専門

医 43%と約 2 倍の違いがあった（表１）。

非専門医が単独で方針決定せざるを得

ない診療時のサポートとして、AIによる意

思決定支援システムが役立つ可能性が

あると述べている。（資料１，２） 

 

  

 
表１） 



「個別化治療」 個人に最適な経口血糖降下薬の選択処方を目指す 

 

 

札幌医科大学と富士通、富士通北陸システムズとの共同研究では、経口血糖降下薬の処方の最適化に関

するＡＩによる学習モデルの構築を2019年2月から始めている。札幌医科大学付属病院に通院する約5,000

人のデータから「HbA1c の検査結果がある」「HbA1c が 7.0%以上になったことがある」「経口血糖降下薬を処

方された・されている」「インスリン製剤またはGLP-1受容体作動薬を処方されたことがない」という条件を満た

す症例をデータセットとして利用する。糖尿病合併症予防のための目標値 HbA1c7%未満という指標を、治療

が成功しているケースをとして定義し、機械学習を行う。AI が導き出した血糖コントロールが良好になりやすい

要因をもとに、個人の特性に応じた治療薬の選択、その効率化を行うことを将来の目標としている。（図１） 

（資料３、４） 
 

 

 

血糖値改善の関連因子HDL-C、中性脂肪、BMI、GTPの因果関係を推定 

 

帝京大学と大阪大学の研究グループは、大阪府民 60 万人

規模の健康診断データから、自動的にデータ内に潜む因果関

係を推定できるＡＩを開発した。 

データから因果関係を自動的に推測する方法は因果探索と

呼ばれ、様々な数理モデルが提案されたが、医療データでは

成功例が無かった。今回は「Direct LiNGAM」という数理モデル

を用いることで、健康診断で取得されるデータ間の因果関係の

自動構築を行った。その結果、「HDLの増加はBMI、中性脂肪、

血糖値を改善する要因となる」「BMI は血糖値や肝臓悪化の指

標である GTPに悪影響をもたらす」「中性脂肪や血糖値の悪化

は肝臓の悪化に大きく影響する」などが明らかになった(図２)。

これにより、経験に頼りがちだった保険指導も因果関係に基づい

た指導となり、健康指標の改善が具体的に可視化できると述べ

ている。（資料５、６） 

 

 

 

  

図2） 健康診断データ項⽬の因果関係を表したダイアグラム 

各項⽬同⼠が⽮印で結ばれているところは、⽮印の根元(原因)

から先端(結果)に因果関係が推定されている。原因が 1単位変

化すると結果が何単位変化するかをカラーで⽰している(暖⾊は

正の寄与、寒⾊は負の寄与) 

図１） 取り組みの全体像 



糖尿病性腎症 ～リスクごとの層別化・体系化された予防法、重症化メカニズムの解明 

 

 金沢大学と東芝、東芝デジタルソリューションズは、長期経過観察をともなう糖尿病性腎症例の臨床・病理

情報を用いて、糖尿病性腎症の重症化メカニズムの解明を目指して研究開発を行うと発表している。 患者を

複数のパターンに分け、リスクごとに詳細に層別化・体系化された最適な予防法を示すことで、患者の QOL 向

上を目指している。(図３)（資料７、８） 

 

 

 

 

糖尿病性腎症 ～新規発症関連因子分析による特定保健指導の充実 

 

大分県では産官学連携の取り組みを進め

ている。国保データベース（KDB）の過去3年

分のデータを用いて、仙台白百合女子大学

の助言を得て、ＮＥＣのＡＩを用い、糖尿病性

腎症の新規発症のリスク要因などの分析を

行った。大分県内の 2型糖尿病に罹患し、か

つ糖尿病性腎症を発症していない約 3,000

人を対象に、KDB の健診データ、医療レセプ

トデータを連結し、AIが分析した結果、年齢や

BMI、血圧などの62の因子から、糖尿病性腎

症の新規発症に関連ある因子として、HbA1c

や血清クレアチニンなど10の因子を絞り込ん

だ（表２）。（資料９） 

 

厚生労働省は、「糖尿病性腎症重症化予

防に関する事業実施の手引き」を公開してお

り、自治体が糖尿病性腎症の重症化予防に

積極的に取り組むための具体的な手法を紹

介している。 様々な自治体が、保有する健

診・レセプトデータから「未治療」「治療中断」

「コントロール不良」の人を抽出し、これらの対

図3）共同研究で目指す糖尿病性腎症患者の重症化パターン別の予防法開発 

 

表２） 



象者の日常生活をふまえて地域包括支援センターや福祉サービス、職域などの他部門、他機関と連携した包

括的な支援を行っている。地域の中核的医療機関の専門医、「糖尿病療養指導士」や「腎臓病療養指導士」

などとの連携や、栄養士会などの職能団体との連携を拡大できれば、より包括的な地域連携を構築が期待さ

れる。（資料１０） 

 

様々なビッグデータから導き出された知見が、最適な薬物療法の選択、治療の効率化、ＱＯＬの確保、医療

費の削減などにつながる。薬剤師の立場で出来ることが一つでも増えるよう、さらにビッグデータの分析・研究

が進むことを期待する。 

 

COI開示について 

執筆者は本文に関連し,開示すべき COI関係にある企業などはない. 
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